
�� ��

構成：鴨澤章子

SAITAMA GOLD THEATER

第２回さいたまゴールド・シアター中間発表公演“Pro・cess2”『鴉よ、おれたちは弾丸をこめる』舞台写真より。

速報、さいたまゴールド･ シアター本公演

　第2回中間発表公演『鴉よ、おれたちは弾丸をこめる』の興奮醒め
やらぬ昨年末、さいたまゴールド・シアター本公演の方向性が決定し、
団員たちの興奮はいや増すこととなった。というのも、なんとあの人気
劇作家、岩松了氏が、この１年間余の集大成とも言えるさいたまゴール
ド・シアター本公演のために新作を書き下ろすことになったのだ。もと
もと岩松氏は第1 回の中間発表公演『Pro・cess 〜途上〜』を観劇し、

「感激」。団員ひとりひとりのパワーに圧倒され、自作の提供を申し入
れたという経緯。さらに『鴉よ〜』観劇後、団員のキャリアや志望動機
をリサーチするなど、入念な準備を踏まえての新作書き下ろしとなっ
た。内容はまだ明らかではないが、噂では船上が舞台で、どこかに向か
う謎の集団が登場するとか。自ら九州行きのフェリーに乗り込み、体験
取材も敢行した岩松了氏。その体当たりの作家魂から生み出される新
作を、蜷川幸雄がどう演出し、さいたまゴールド･シアターの役者たち
がどう応えるか。ますます期待は高まるばかりだ。

岩松了（いわまつ りょう） PROFILE　

昭和27年長崎県生まれの劇作家・演出家・俳優。劇作家として、‘89 年
「蒲団と達磨」で第33 回岸田國士戯曲賞、‘94 年「こわれゆく男」、「鳩
を飼う姉妹」で第28 回紀伊國屋演劇賞個人賞、‘98 年「テレビ・デイズ」
で第49 回読売文学賞受賞など、受賞作多数。「シブヤから遠く離れて」
は‘04 年に蜷川幸雄が演出した。俳優としても舞台「アジアの女」、Ｔ
Ｖ「時効警察」「のだめカンタービレ」など多方面で活躍中。

ベテラン 岩松了 が 新作を書き下ろす！

『夜明け、そしていくつかのモノローグ』 （仮題）

＜応募方法＞
はがきに以下の事項を記入の上、締切日までにご投函ください。（応募
多数の場合は抽選を行ないます。この場合、入場券の発送をもって抽
選結果の発表にかえさせていただきます。）なお、メンバーズの方に対す
る優先枠を設けています。

●記入事項
　①郵便番号・住所　②氏名　③年齢　④会員番号（メンバーズの方）
　⑤希望人数（1 枚のはがきで2 名様まで）
●応募締切
　3 月25 日（日） 当日消印有効
●応募先
　〒338-8506　さいたま市中央区上峰3 -15 -1
　（財）埼玉県芸術文化振興財団　「千の目入場募集係」
●問合せ先
　財団メンバーズ事務局　tel.048-858-5507

【日時】 4月8日（日）　13:00 〜（約1時間）

【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 映像ホール

てらじましのぶ。1972 年生まれ、京都府出身。父は尾上菊五郎、母は富司純
子、弟は尾上菊之助という、演劇・俳優一家に生まれ、大学在学中より、テレ
ビドラマ、舞台、映画などで活躍。演劇では、昨年の『書く女』で第6 回朝日舞
台芸術賞【舞台芸術賞】、第14回読売演劇大賞【最優秀女優賞】（第11 回に
続き2 回目）をダブル受賞した。また、映画では「赤目四十八瀧心中未遂」で
2004 年に第27回日本アカデミー賞【最優秀主演女優賞】、第46 回ブルーリ
ボン賞【主演女優賞】などの主要な映画賞を総なめにするなど、日本を代表
する実力派女優。今年１月には主演映画「愛の流刑地」が公開され、大きな話
題を呼んだ。彩の国シェイクスピア・シリーズでは第6弾『テンペスト』に出演。

蜷川幸雄公開対談

ＮＩＮＡＧＡＷＡ千の目 第8回
女優 寺島しのぶ × 演出家  蜷川幸雄

さいたまゴールド・シアター 本公演

『夜明け、そしていくつかの
 モノローグ（仮題）』

【日時】 6 月下旬

【会場】 彩の国さいたま芸術劇場 小ホール
【作】 岩松了
【演出】 蜷川幸雄
【出演】さいたまゴールド・シアター

※詳細に関しては、別途お知らせ致します。

まなざし

○ 幸田 森c


